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（1）船上通信の歴史

信などが可能となった。また、NNSS、GPSなどの衛

（2）船上通信の現状・課題
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（注）

（3）衛星通信の今後、未来

できる

自動車の自動走行に係る法制度の整備

については、2013 年頃においては技術

開発の加速化に対して非常に遅れてい

たが、更なる技術開発の加速化と国際

競争に伴い、急ピッチで関連法令の整

備が始まり、2015 年 10 月 23 日の道路

交通法の改正や公道実験についての警

察庁での有識者検討会が始まった。  

国際的には、共通のルール作りのた

めに、道路交通に関するジュネーブ条

約（日本批准）やウイーン条約（日本未

批准）の改正作業が進められている。た

だし、その改正は、まだ運転者が乗車し

ていることを前提としたものである。 

国内では、国主導での国家戦略特区

を活用する法令改正課題の洗い出しや

（1）法制度の整備と課題

（山下雄二郎委員 記）
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